
“中南米の民族衣装” に関する文献と祷観書

司書2課（参考係）尾崎弘美

●統的なものに加え、新たなものが流入して取り入

　中南米にはかつてマヤ文明・アステカ文明・イ

ンカ文明といった大文明が栄えていた。いずれも

時代と共に衰退し、16世紀になるとスペイン・ボ

ルトがル等ラテン系国家の支配下に置かれ、西欧

の文明が流入すると、民族衣装もまた先住民の伝

れられた独自の服飾へと発展していった。

　本館所蔵の中南米の民族衣装に関する文献のう

ち、稀観書と呼べるものは現在は以下の一点であ

る。BOnnaffe，　A，　A．　“Recuerdos　de　Lima；album：

tiPOS，　trajes　y　COStUmbreS”　Lima，

1856〔K383．168－B〕　これは著者がペルーのリマ

に滞在中、目にとまった人々をスケッチしたもの

である。図版の右下には著者のサインとLimaり855

という文字が見られる。Hilerの書誌によると刊行

年が1857となっているが、本館所蔵の表紙には

1856とある。この頃のペルーは1821年の独立以来

不安定だった政情が比較的納まった時代であった。

また、同書誌にはテキストが1ページあることに

●なっているが本館所蔵のもの1こは標題紙が知れ

図版しか収められていない。図版は全部で／2枚あ

り、彩色されたリトグラフ（欄外にE．　Prugueと、

刷り師の名前が記されている）で、1枚につきひ

とりの人物が描かれ、それぞれにスペイン語によ

るキャプションがついている。例えば「マントで

顔を隠した女」、「くだもの売りの女」、「沿岸地方

の原住民」、「山脈地方の原住民」などである。図

⑦は「チーズ売りの女」。肩にかけ首元で結んでい

るショールは古来の流れをくんでいるが、一方で

頭にかぶっている男子帽は西欧から導入されたも

のである。腰に巻いているのはアルパカの毛で織

った布アナック（anac）であろうか。模様入りの

腰帯をしめている。足にはサンダル形式の履物を

はいている。

　qコ南米の民族衣装を一望するには、Bartas，

Yolanda＆S【⊃icer，　Dorothy　Gladys　“Latin　Amer－

ican　cOstumeS”New　YOrκ，　Hy【⊃eriOn，

1941〔383．16－L〕と、Sichel，　Marion　“South　Amer－

ica”LondOn，　Batsford，1986（Natbnal　cOstume

reference　series）〔383．16－S〕がある。“Latin＿”

ではBartasの手による民族衣装のイラストをカ

ラーで国別に見ることができる。巻末には参考文

献が付されている。

　メキシコ・グアテマラに関する文献は染織を主

題として扱っているものなども含め、比較的刊行

年の新しいものが中心になる。その民族衣装はや

図①　チーズ売りの女　“RecuerdOs　de〕ma；album：
　　TipOs，　trajes　y　cOstumbres”より
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はり古代から伝わる衣服とスペイン系の衣服の二

種類がある。

　メキシコはマヤ・アステカなどの古代文明が栄

えていた土地であり、当時の特色をよく温存して

いる。古代女性は腰布を着け、帯を締め、ウイピ

ルという上衣を着ている。上層の女性はケチケミ

トルを付けていた。16世紀に入ってスペインの植

民地になると、スペイン本国の衣装は時代と共に

メキシコ化された。おもな民族衣装としてはウイ

ピル（huipil）という貫頭衣、ケチケミトル（quech－

quemitl）は長方形の布に首穴をあけたもの、エン

レド（enredO）一腰に巻く腰布、ホロンゴ（」Oron－

90）はポンチョのこと、サラペ（sarape）一寒い

時に体に巻いたり寝具として使用する毛布、レボ

ソ（rebOZO）一首に巻いて肩掛けにしたり赤ん坊

をくるむ、などが知られている。チナ・ボブラナ

（china　poblana）は西欧起源のものの一種で、祭

りの時などに見られる衣装である。稲村哲也著「メ

キシコの民族と衣裳」紫紅社1983〔383．156－Dは

カラー図版の豊富な一冊で、部族ごとの晴着や祭

りの様子などがよくわかる。

図②　パナマ帽を被り赤ん坊を背負ったエクアドルの女

　　“Latin　American　cOstumes”より

　Sayer，　Chloe　“Mexican　textiles”London，

British　Museum，1990〔383．156－S〕は、1985年に

“Mexican　cOstume”の書名で出版されたものと同

じ内容で、征服以前のメキシコの服装、征服後、

20世紀の服装などについて述べられている。古代

のメキシコに関する文献としては、Anawalt，　P．　R．

“lndian　clothlng　before　COrtes；mesoamerican

coStumeS　frOm　the　codiCes”NOrman　Univ．　of

Oklahoma　Press，1981〔383．156－A〕やDu　Solier，

W．“Ancient　Mexican　costume”Mexico，　Mex－

icanas，1950〔383．156－D〕がある。

グ万マラは人口約796臥願民インディオ●

の比重が最も大きく、古代マヤ文明の衣服を踏襲

しており、虐墾織で織る色彩豊かな衣服を着けて

いる。ウイピル、レファホ（refa」O）一腰布・ス

カートの類い、カミサ（camisa）一シヤツ等が有

名である。いずれも刺繍や織などが華やかで、部

族や部落により色や柄が異なる。Vecchiato，

Gianni℃uatemala　rainbow”San　Francisco，

Pomegranate　Artbooks，1989〔383．157－V〕はそ

の書名どおり、虹のような、そして色の洪水のよ

うな写真集である。

　Goodman，　F．　S．“The　embrOidery　of　MexicO

and　Guatemala”New　York，　Charles＆Scribner，

1976〔753．7－G〕はメキシコとグアテマラの刺繍に

つ鷺㍑雰蕊㌫肌力燐●
沿岸のサン・ブラス群島の原住民クーナ族の女性

のブラウスにはモラ（mOla）と呼ばれる独特な手

法による装飾が見られる。また、ポリエラ（OOIIer－

a）というスペイン風のスカートやモントゥーノ

（montuno）という男性の衣服などが、パナマの

民族衣装としてあげることができる。モラについ

てはParker，　Ann＆Neal，　Avon　“Molas；folκ　art　of

the　Cuna　lndians”Barre，　Barre　Pub．1977　〔753．7

－P〕がある。

　取りあげた以上の文献以外については「民族衣

装欧文文献目録Jを参照していただきたい。
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